
創成科学研究科 博士前期課程　化学系専攻　環境化学・化学工学コース　カリキュラムマップ
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1 研究者行動規範特論 1 1 ○ ◎
2 知的財産特論 1 1 ◎ ○
3 サイエンティフィック・ライティング 1 1 ◎ ○
4 プレゼンテーション特論 1 1 ◎ ◎
5 研究開発戦略論 1・2 2 ◎
6 企業経営と財務 1・2 2 ◎
7 キャリアデザインⅠ 1 1 ◎ ○
8 学外特別研修Ⅰa 1・2 1 ◎ ○
9 学外特別研修Ⅰb 1・2 2 ◎ ○
10 長期インターンシップⅠ 1・2 6 ◎ ○
11 専門英語特別演習 1・2 1 ◎
12 化学系特論 1・2 2 ◎ ○
13 化学系ゼミナールⅠ 1 2 ◎ ○ ◎ ○
14 化学系ゼミナールⅡ 2 2 ◎ ○ ◎ ○
15 工学系キャリア英語特論 1・2 2 ◎
16 工学系英語プレゼンテーション特論 1・2 2 ◎
17 基礎数理解析学特論Ⅰ 1・2 2 ◎ ○
18 基礎数理解析学特論Ⅱ 1・2 2 ◎
19 基礎数理工学特論Ⅰ 1・2 2 ◎ ○
20 基礎数理工学特論Ⅱ 1・2 2 ◎ ○
21 応用数学特論Ⅰ 1・2 2 ◎ ○
22 応用数学特論Ⅱ 1・2 2 ◎ ○
23 高度ものづくり創成演習Ⅰ 1・2 2 ◎ ○
24 高度ものづくり創成演習Ⅱ 1・2 2 ◎ ○
25 創成デザイン工学特論及び演習 1・2 2 ○ ◎ ○
26 先端科学技術演習Ⅰ 1・2 2 ◎ ○ ◎
27 先端科学技術演習Ⅱ 1・2 2 ○ ◎ ◎ ○
51 科学計測特論 1・2 2 ○ ◎ ◎ ○
52 環境化学特論Ⅰ 1・2 2 ◎ ○ ○
53 環境材料特論 1・2 2 ◎ ○ ◎
54 化学工学技士特論Ⅰ 1・2 2 ◎
55 環境化学特論Ⅱ 1・2 2 ◎ ○
56 化学工学技士特論Ⅱ 1・2 2 ◎
57 化学工学技士特論Ⅲ 1・2 2 ◎
58 化学工業の新展開 1・2 2 ◎ ◎ ○

59 ◎ ○

60 特別研究Ⅰ 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
61 特別研究Ⅱ 4 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
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コミュニケーション能力を活用し
て他者と積極的に協働し、研究
者・技術者としての高い倫理観を
もって、物事に取り組むことがで
きる。

環境関連分野ならびに各種製造業
が抱える様々な課題に対し、高度
な専門的知識と幅広い教養を総合
的に駆使して、それら課題の解決
にあたることができる。
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環境化学及び化学工学に関する高
度な専門性と学識をもって、物事
を論理的・批判的に考えることが
できる。

環境浄化や創・省エネルギー、グ
リーンケミストリーの実現のため
に、研究者またはその他の専門業
務を行う技術者として直面する課
題に対して、問題解決に向けた提
案ならびに計画を遂行できる。

専門的知識ならびに工学の基礎知
識を活用して、物事を様々な視点
からとらえて柔軟に思考できる。

国際的に通用するコミュニケー
ション能力及びプレゼンテーショ
ン能力をはじめとした様々な教養
を主体的に身に付け、それらを活
用できる。No

科目
区分

授業科目の名称
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DP1 DP2 DP3
高度な専門性と学識 豊かな教養 自律・協働する力と物事をかたちにする力

◎：DPの達成に大いに貢献する

○：DPの達成に貢献する


